
昼間部 1年

講義科目

28.8時間
24コマ

回数

1 Course introduction

2 Civilization and culture　（textbook pp.55・57）

3 Cultural spheres of the world　（textbook pp.57・59・61）

4 Languages of the world　（textbook p.65）

5 Sino-Tibetan and Ural-Altaic languages　（textbook pp.67・69）

6 Indo-European languages　（textbook p.67）

7 Afro-Asiatic and Austronesian languages　（textbook p.69）

8 Major languages of the world　（textbook pp.71・73）

9
Religions
of the

10 Buddhism　（textbook pp.91・93）

11 Islam　（textbook p.95）

12 Exam semester 1

13 Christianity　（textbook pp.93・95）

14 Hinduism and Judaism　（textbook p.97）

15 Japanese Shintoism　(textbook pp.299・301)

16 Social Conventions (textbook p.109)

17 National traits: USA (textbook p.111)

18 National traits: UK, France, Germany and Italy (textbook pp.111-115)

19 National traits: South Korea and China (textbook p.115)

20 The concept of family in western countries ((textbook p.121・123)

21 The concept of family in east asian countries (textbook p.123・125)

22 The concept of marriage in western countries (textbook p.129・131)

23 General review

24 Exam semester 2

前後期各1回

試験期間に設定し、形式は文書試験とする。

本校の規定に基づき、全科において共通評価基準にて算出する。

①試験得点＝50％（10ポイント）

②出席率　 ＝50％（10ポイント）

以 上

学生へのメッセージ 『多様性の尊重』とはどういうことか？グローバル化が進む現状で、異文化を理解し、そのうえで外国人に対してのおもてなしをどう考える
か？実際、どのような違いがあるのかを実習等で体験し、生かしていくために何が必要かを興味を持って学んでほしい。実戦で生かせるよう
に多くの知識を身につけてほしい。

成 績 評 価 方 法

上記の2つの項目をそれぞれ１０ポイント（合計20ポイント）に置き換えて、そのポイントに応じてA,B,C,D,F評定を決定す
る。

尚、前提基準として①試験全体平均点の50％未満。または②出席率の50％未満に該当する場合には「F」評価とする
が、通年教科の後期学年末の評価については、前期および後期全体の状況をもって算出する。

関 連 科 目
国際情勢、プロトコール

参 考 書 『世界文化比較論』『なるほど知図帳：世界・日本』『日本人のジョーク集』など
世界の国旗、吹浦忠正、GAKKEN(2002年刊）

教 科 書 『外客接遇の基礎』一般財団法人日本教育センター編

授 業 の 進 め 方 前回復習、最新情報の記事、ニュースを提供。テキスト、ハンドアウトで情報を提供し、解説を行う。ハンドアウトへの記
入を学生各自が行い、視覚教材で内容確認。その他グループワーク・プレゼンテーション。

試験の実施方法

授 業 計 画
内容

■授業・科目情報

学 習 目 標 異文化に興味を持ち、文化間の差異違いを認識・理解し、尊重しあう。
自国の文化・習慣・歴史・地理・観光等や社会情勢を理解し、『外客接遇に必要なことは何か』を考察するとともに、異文化コ
ミュニケーションの必要性・重要性を認識する。

経 歴

2単位 年 間 授 業 時 間 数

担 当 教 員 名 オレグ・プリミア－ニ 実務経験なし 備 考

科 目 区 分 一般教育科目 授 業 コ マ 数

授 業 科 目 名 異文化コミュニケーション（英） 英 文 授 業 科 目 名 Intercultural Communication

年 度 ２０２４年度 年 次 英語専攻科

開 講 学 期 通年 授 業 の 方 法

単 位 数

授 業 概 要（シラバス）　
■科目基本情報 専門学校日本ホテルスクール

科 目 番 号 GS１０２ 分 類 講義科目


